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QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　第１期計画策定後10年が経過し、本市を取り巻く環境の変化を踏まえ、第１期計画の成果
を継承しつつ、令和３年度から令和８年度までの６年間で重点的に取り組む教育に関する中期
的な指針として策定しました。

山武市教育振興基本計画を策定しました第2期

学校教育の充実

方針１▶　幼少期から少年期まで切れ目のない一貫した人づくり
方針２▶　未来をたくましく切り拓く自立した人づくり
方針３▶　郷土愛を育み、地域を支える人づくり
方針４▶　情報化・グローバル社会で活躍できる人づくり
方針５▶　芸術・文化・スポーツ活動を通じた心身共に豊かな人づくり

① ｢確かな学力｣の向上と｢活きた学力｣
の推進
②｢健やかな体｣の育成
③｢豊かな心｣を育む
④ＩＣＴ教育の実践
⑤教育環境の整備
⑥地域と学校の協力体制の推進

①スポーツ活動の充実
②体育関係団体・指導者の育成
③体育施設の利用促進

①主体的な学習の推進
②生涯学習施設の利用促進
③文化財の保護・活用
④芸術文化活動の充実
⑤青少年の育成

①幼保機能の充実
②こどもの人権の尊重
③学童保育の充実
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山武市教育が目指す姿
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子育ての支援施策
4スポーツの振興施策

3

生涯学習の推進施策
2

　学びの感動と、人を思いやる心を育み
　　　未来をたくましく切り拓く自立した人づくり
　学びの感動と、人を思いやる心を育み
　　　未来をたくましく切り拓く自立した人づくり

山武市教育委員会
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ＩＣＴ機器を活用した先進的な授業が展開されています
　令和３年度から、市内の小中学校に１人１台のタブレット型ＰＣが配付されました。また新日向小学校には、
電子黒板が導入されています。これらのＩＣＴ機器は、授業の様々な場面で以下のように活用されています。

電子黒板には以下のような特徴があり、授業の理解度のアップに貢献しています。
・図や文字等の大きさを簡単に変えることが出来るので、児童生徒が板書を見やすくなる。
・表示した教材に直接補足説明や、マーキング等を書き込むことが出来る。
・一度表示したものを保存し、後で再利用できる。
・画面をスワイプすることで、上下左右にほぼ無限に広がる。
・映像、アニメーション等の動きのあるものを効果的に表現できる。

チョークでは出せない色も使えるので、表現の幅が
広がります。

習字の授業では手元を大きく表示することで、書き
方を詳しく伝えられます。

職員室では、先生の予定の管理等に利用されていま
す。

映像教材を利用することで、教材への理解度が深ま
ります。

タブレット型ＰＣで撮影した動画を見ることで、課
題をより意識できるようになります。

プリントなどは児童のタブレット型ＰＣに配付され、
先生のタブレット型ＰＣに提出することも可能です。



山武地方社会教育委員
連絡協議会表彰

学校統合に向けて

祝　関東大会出場！

　北
き た だ
田玲

れ い こ
子氏は、

社会教育委員とし
て、多年にわたり
山武社会教育の発
展に尽力された功
績が認められ、受
賞されました。

コロナ禍に負けず、子どもたちが頑張っています。

松尾中学校
卓球部（男子個人） 齊

さいとう

藤　浩
ひ ろ き

希（３年）

　学校統合準備委員会では８月２日及び４日に制服・トレーニングウェアの審査が行われ、作成するメー
カーを選定しました。今後も校歌や校章などを決定するために、協議を続けていきます。
　蓮沼中学校・松尾中学校は下記のとおり校外学習や生徒会活動などで交流しています。

　山武市では、毎年、通学路の危険箇所・改善要望箇所について小中学校に調査しており、山武警察署、山
武（印旛）土木事務所、山武市校長会、山武市PTA連絡協議会、市役所、教育委員会が合同点検を実施して
います。
　今年度は、６月24日に成東地区を中心に合同点検を実施しましたが、６月28日に八街市で発生した通学
路での交通事故を受け、７月27日に小学生が徒歩で登下校する通学路を中心に、市内全域の緊急一斉点検
を実施しました。各関係機関から対策・改善案として、外側線の引き直し、標示を見えやすいよう草木の剪
定、通学路標識の掲示、カーブミラーの調整、用地買収の確認、スピード抑制のための道路標示や路面整備
などの意見が出されました。
　今後、通学路安全推進会議を開き、対策・改善策の進捗状況を確認し、対策が円滑に進むよう、関係者間
で連携を図っていきます。
　また、点検結果や対策内容について「対策一覧表」を作成し、３月中頃にホームページ上で公表していき
ます。児童生徒の登下校の安心安全を確保するため、見守り等の御協力をお願いします。

海岸清掃（1年生）
中下海岸で一緒に清掃をしました。

生徒会についてのweb 会議（2年生）
生徒会の会則について zoomを使って両校で会議をしました。

通学路点検



千葉児童文学賞受賞  大谷八千代さんに関する巡回展示

　千代が蓮沼に移住したきっかけは、蓮沼殿下にある水
すいそう

荘が昭和 15年に売りに出され、2,500 円で購入しことから始ま
ります。
　購入した水荘は地元の網主である小川新兵衛氏が書斎として建築したものでした。
　新兵衛氏は漁業経営のかたわら詩歌の実作に取り組み、与謝野鉄幹が主宰する東京新詩社の機関誌「明星」（1900 年
創刊）の有力同人でした。この関係により、鉄幹・晶子夫婦は新兵衛氏が書斎として建築した水荘を借り受けて、時々来
遊し散策を楽しんだそうです。その後、水荘は与謝野寛（鉄幹）の名義になっています。
　このことを知っていた千代が購入したと考えられます。
　代表作品は『世界同盟』『絹糸の草履』『山上の旗』『お母さんを売る店』等があります。　
　翻訳では『ピーターパン』『家なき子』『みつばちマーヤの冒険』等があります。最後の翻訳は 70才で『みつばちマー
ヤの冒険』でした。
　皆様も一度は読んだことのある作品があるかもしれませんね。

山武市の偉人を紹介します ～「童話作家」北
きたがわ

川 千
ち よ

代～

日本博覧図小川家　 北川千代肖像 千代使用眼鏡・鉛筆

○明治27年（1894） ６月14日、埼玉県大寄村（現深谷市）に生まれる。
○明治38 年（1905） 東京の三輪田高等女学校に入学、病弱で３年で中途退学。
○明治 44 年（1911）「少女世界」に応募した小説「友情」が入選し、作家を志す。
○大正   4 年（1915） プロレタリヤ作家・江口渙

かん
（小林多喜二葬儀委員を務める）と結婚、同11年（1922）に離婚。

○昭和   7 年（1932） 社会運動家（足尾銅山ストライキの指導者）高野松太郎と再婚、同18 年（1943）松太郎死去。
○昭和 40 年（1965） 10月14日死去、告別式は東京・世田谷区の九品仏浄真寺開山堂でとりおこなわれ、葬儀委員長は市川房枝が務めた。

　千葉日報社主催の第 62回「千葉児童文学賞」（2020 年度）に、山武市出身の会社員大谷八千代さんの作品『あたたかな家出』
が選ばれました。
　山武市立図書館では、受賞作品の全文をはじめとして、大谷さんへのインタビュー記事、ご本人の過去の作品や印象に残っ
ている絵本などを、7月から10月まで市内 3館を巡回する形で展示しています。
　また、文学賞を受賞した本や、小説の書き方に関する本も、千葉県立図書館よりお借りして展示・貸出しています。
　ご希望の方には作品の全文のコピーを差し上げます。ぜひご来館ください。

展示期間
９月17日（金）～10月20日（水）

さんぶの森図書館
10月22日(金 )～11月17日(水 )

松尾図書館
大谷八千代さん 『あたたかな家出』全文

展示の様子① 展示の様子② 展示の様子③


